
区分

① 公認心理師の職責

② 心理学概論 心理学の基礎A、心理学 いずれか

③ 臨床心理学概論 心理学の基礎B、臨床心理学概論 いずれか

④ 心理学研究法 心理学研究法A、心理学研究法、調査研究法 いずれか

⑤ 心理学統計法 社会調査研究法、心理統計法 いずれか

⑥ 心理学実験 心理学基礎演習

⑦ 知覚・認知心理学 認知心理学、臨床心理学実務特講（2016年度） いずれか

⑧ 学習・言語心理学

⑨ 感情・人格心理学 パーソナリティ心理学

⑩ 神経・生理心理学 臨床神経心理学

⑪ 社会・集団・家族心理学 対人社会心理学、家族臨床心理学 いずれか

発達心理学、発達臨床心理学、

臨床心理学特殊研究ゼミナールC（2014年度）、

臨床心理学特殊研究ゼミナールD（2012年度）

発達援助論、臨床心理学技法特講（2010・2011年度）、

臨床心理学特殊研究ゼミナールA（2011・2013年度）、

臨床心理学特殊研究ゼミナールC（2012年度）、

臨床心理学特殊研究ゼミナールD（2016年度）

心理査定法、発達心理査定演習、心理臨床査定演習、

心理査定実習、心理査定演習

心理援助論、心理療法論、深層心理学、人間性心理学、

臨床心理学技法特講A（2003）、心理療法論

⑯ 健康・医療心理学 病院臨床心理学

⑰ 福祉心理学 児童福祉学、医療福祉論 いずれか

⑱ 教育・学校心理学 教育臨床心理学

⑲ 司法・犯罪心理学 非行犯罪臨床心理学

⑳ 産業・組織心理学 産業臨床心理学

㉑ 人体の構造と機能及び疾病 医学概論

精神医学、臨床心理学技法特講（2014・2017年度）、

臨床心理学特殊研究ゼミナールB（2017年度）

㉓ 関係行政論 人生課題と法律、関係法規、法規（民法・家族法）

㉔ 心理演習 臨床心理学技法演習

1．臨床心理学基礎実習Ⅰ・Ⅱ・臨床心理学演習(インターン)

2．臨床心理学実務実習・臨床心理学実務演習

3．臨床心理学実習・臨床心理学実務演習

4．臨床心理学基礎実習・臨床心理学実務演習

１．今後変更の可能性がありますので、ご注意ください。

２．「いずれか」と記載されている科目については、複数ある科目の中から１科目修得していれば読替が可能です。

　　ただし、㉕については1～4のいずれかの組合せで修得していることで読替が可能です。

公認心理師受験資格に必要な科目の読み替え表

大正大学 新カリキュラム科目名称

（大学における必要な科目）

大正大学 旧カリキュラム科目名称

（読み替え可能科目）

Ⅰ

受験資格：②～⑥のうち、3科目以上修得していること。

障害者・障害児心理学 いずれか

受験資格：⑦～⑬のうち、4科目以上修得していること。

Ⅲ

⑭ 心理的アセスメント いずれか

⑮ 心理学的支援法 いずれか

Ⅱ ⑫ 発達心理学 いずれか

⑬

（注）

受験資格：⑭、⑮、㉔、㉕のうち、2科目以上修得していること。

Ⅳ

受験資格：⑯～⑳のうち、2科目以上履修していること。

※ただし⑯をⅤとして修める場合は、⑰～⑳のうち、2科目以上修得していること。

Ⅴ
㉒ 精神疾患とその治療 いずれか

受験資格：⑯、㉑、㉒のうち、1科目以上修得していること。

※ただし⑯をⅤとして修める場合は、Ⅳの※を参照。

Ⅲ ㉕ 心理実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

1～4の

組合せのうち

いずれか

受験資格：⑭、⑮、㉔、㉕のうち、2科目以上修得していること。


